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1
．
は
じ
め
に

　

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
30
年
間
、
神
戸
市
で

は
、
地
域
の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
は
今
後
30
年
以
内
に
70
～
80
％
の
確
率
で
起
こ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
大
雨
や
台
風
な
ど
の
風
水
害
も
年
々
激

甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
災
害
に
備
え
て
、
神
戸
市
で
は
防
災
対
策

に
新
た
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
な
ど

災
害
対
策
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
の
専
門
家
の
間
で
は
「
30
年
限
界
説
」
と

い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
災
害
の
記
憶
は
30
年
経
つ
と

継
承
が
難
し
く
な
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
世
代
が
増
え
て
き
て
い

る
中
、
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
く

取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
神
戸
市
の
取
り
組
み
の
う
ち
、
水
道
事
業
や

防
潮
堤
な
ど
の
ハ
ー
ド
対
策
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た
新

た
な
取
り
組
み
、
さ
ら
に
震
災
30
年
の
事
業
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
・
神
戸

　
　─
震
災
30
年
の
経
験
や
教
訓
を
未
来
に
つ
な
ぐ
─

行政

神
戸
市
危
機
管
理
室

２
．
災
害
時
に
も
水
を
確
保
す
る

　
　

地
震
に
強
い
「
大
容
量
送
水
管
」

　

水
道
の
復
旧
ま
で
最
大
で
３
カ
月
を
要
し
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
を
教
訓
に
、
従
来
か
ら
あ
る
六
甲
山
中
の
２

つ
の
送
水
ト
ン
ネ
ル
に
加
え
、
市
街
地
の
地
下
深
く
に

高
い
耐
震
性
と
貯
水
機
能
を
備
え
た
「
大
容
量
送
水
管
」

を
、
震
災
後
20
年
を
か
け
て
整
備
し
ま
し
た
。
仮
に
大
き

な
地
震
で
水
道
施
設
が
破
損
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
１
５
０
万
人
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
12
日
間
使
う
量
の
水

（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
換
算
）
を
確
保
し
、
他
の
貯
水

施
設
と
あ
わ
せ
て
26
日
分
の
水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

３
．
１
０
０
０
年
に
１
度
の
津
波
か
ら

　
　

人
と
ま
ち
を
守
る
防
潮
堤

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ
る
津
波
へ
の
対
策
と
し

て
、
神
戸
市
で
は
、
１
０
０
０
年
に
１
度
の
大
規
模
な

地
震
に
よ
る
津
波
（
レ
ベ
ル
２
）
を
想
定
し
た
対
策
を

２
０
２
３
年
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
レ
ベ
ル
２
で
は
例

え
ば
神
戸
市
中
央
区
で
は
最
大
３
・
９
ｍ
の
津
波
が
想
定

さ
れ
ま
す
が
、
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
や
補
強
な
ど
を
進
め
、

人
の
住
む
区
域
に
は
浸
水
し
な
い
と
想
定
さ
れ
る
レ
ベ
ル

に
ま
で
対
策
し
て
い
ま
す
。

４
．
災
害
情
報
を
集
約
し
た
ポ
ー
タ
ル

　
　

サ
イ
ト
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
防
災
情
報
」

　

最
新
の
防
災
情
報
（
警
報
・
注
意
報
、
地
震
・
津
波
に

関
す
る
情
報
、
避
難
情
報
、
避
難
所
情
報
等
）
を
一
カ
所

に
ま
と
め
て
分
か
り
や
す
く
し
た
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
神

メリケンパーク入口の防潮堤
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行政

フ
ォ
ン
な
ど
で
ア
ク
セ
ス
し
、
要
配
慮
事
項
の
有
無
な
ど

簡
単
な
情
報
入
力
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
条
件
に
応
じ
て

自
動
で
一
時
滞
在
施
設
を
割
り
振
り
、
迅
速
に
一
時
滞
在

施
設
へ
案
内
し
ま
す
。

６
．
震
災
を
知
ら
な
い
世
代
が

　
　

未
来
へ
つ
な
ぐ

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
て
い
な
い
市
民
が
増
え

て
き
て
い
る
中
、
若
い
世
代
に
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
伝

え
て
い
く
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

公
募
で
集
ま
っ
た
10
代
・
20
代
の
実
行
委
員
が
企
画
・
運

営
す
る
震
災
30
年
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「RE K

O
BE

：
震

災
を
知
ら
な
い
私
た
ち
が
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
で
す
。
若
者

た
ち
の
目
線
で
、
震
災
の
経
験
・
教
訓
を
未
来
へ
継
承
し

て
い
く
と
と
も
に
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
学
び
考
え
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
３
月
８
日

（
土
）
に
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

７
．
進
化
し
た
防
災
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に

　
　

触
れ
、
学
び
、
体
験
す
る

スマートフォンを使って簡単に申し込みができる帰宅困難者支援システム

「
震
災
と
未
来
の
こ
う
べ
博
（
仮
称
）」
も
開
催
予
定
で
す
。

２
０
２
５
年
４
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）
に
、
Ｋ
Ｉ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
や
み
な
と
の
も
り
公
園
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

エ
リ
ア
で
開
催
し
ま
す
の
で
、「
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
都
市
」

神
戸
の
現
在
の
姿
、
未
来
に
進
化
し
て
い
く
姿
を
体
感
し

て
く
だ
さ
い
。

８
．
お
わ
り
に

　

近
い
将
来
起
こ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震

で
は
、
広
域
で
被
害
が
発
生
し
、
支
援
物
資
が
す
ぐ
に
届

か
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
中
に
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
従
業
員
が
社
内
で
避
難
、
滞
在
で
き
る
よ
う
、
水
や
食

料
、
毛
布
な
ど
最
低
３
日
間
分
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
の
継
続
・
早
期
復
旧
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
策
定
と
定
期
的
な
訓
練
や

検
証
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

家
庭
で
は
、
最
低
で
も
３
日
分
、
で
き
れ
ば
７
日
分
の

備
蓄
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
水
道
や
電
気
、
ガ
ス
が
止

ま
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
水
や
食
料
、
簡
易
ト
イ
レ
、
ま

た
常
備
薬
や
オ
ム
ツ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
必
要
な

も
の
を
確
認
し
て
準
備
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

豊
か
な
日
常
生
活
を
安
心
し
て
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
、
読
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
イ
ザ
と
い
う
時
の
た
め
に

「
災
害
を
正
し
く
恐
れ
て
」
必
要
な
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
市
リ
ア
ル
タ
イ
ム
防
災
情
報
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

天
気
情
報
や
、
交
通
機
関
・
道
路
情
報
な
ど
の
便
利
な
リ

ン
ク
集
も
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ネ
ッ
ト
で

検
索
い
た
だ
き
、
災
害
時
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の
生
活
に

お
い
て
も
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

５
．
全
国
で
初
め
て
導
入

　
　
「
帰
宅
困
難
者
支
援
シ
ス
テ
ム
」

　

東
日
本
大
震
災
発
生
時
に
、
首
都
圏
で
は
公
共
交
通
機

関
の
運
行
停
止
に
よ
り
、
自
宅
に
帰
れ
ず
駅
な
ど
に
多
く

の
人
が
滞
留

す
る
「
帰
宅

困
難
者
」
が

大
き
な
問
題

に
な
り
ま
し

た
。
神
戸
市
で

は
、
２
０
２
４

年
に
全
国
で
初

め
て
「
帰
宅
困

難
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
を
導
入

し
ま
し
た
。
広

域
災
害
時
に
多

く
の
帰
宅
困
難

者
が
発
生
し
た

場
合
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
で
提
供
さ
れ

る
こ
の
シ
ス
テ

ム
に
ス
マ
ー
ト

　

震
災
30
年
事
業
の
一

環
と
し
て
、
防
災
・
減

災
の
取
り
組
み
や
新
た

な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
触

れ
、
学
び
、
体
験
で
き

る
、
産
学
官
連
携
の
防

災
イ
ベ
ン
ト
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

神戸市震災30年事業ロゴマーク


